
１.歳入

区分 金額（千円）

森林環境譲与税 45,154

合計計 45,154

２.歳出（使途内訳）

森林環境譲与税 その他財源

森林経営管理制度事業

（会計年度任用職員給与等）
2,488 2,488 0

森林経営管理制度に係る業務やその他森林環境譲与税活用事業に係る事業を担当する会計年度任用

職員（1名）を雇用。

会計年度任用職員１名の雇用、森林経営管理制度やその他林業事務を担当

した。

森林経営管理制度（郵送費） 38 38 0 森林経営管理制度に係る意向調査用の郵送費。 森林経営管理制度の意向調査の郵送代として活用。

森林経営管理システム保守・リース料 1,316 1,316 0
森林経営管理制度意向調査を円滑（情報整理、回答結果集約）に行える森林経営管理システムの保

守・リース料。
森林所有者61名、93.87ha分の意向調査を実施した。

林況調査委託 946 946 0
意向調査で村に管理を任せたい民有林の林況調査。林分調査及び伐採計画等の検討、森林の所在場

所ごとの施業案の作成
未整備森林19.80haの林況調査を実施した。

未整備森林間伐委託 1,649 1,649 0
手入れ不足となった民有林の健全化を図るため、森林整備（切捨間伐）の実施

未整備森林5.31haの切捨間伐を実施した。

三原村木質資源循環促進事業費補助金 1,660 1,660 0
林業者への支援及び流木の災害防止を目的に、森林施業を行った後の山林に放置される林地残材を

再生可能エネルギーに持ち込みした場合に補助（3,000円/t ）
申請7者(団体・個人)、林地残材の持ち込み総重量554ｔ。

三原村緑と水豊かな森林づくり支援事業補助金 3,800 3,800 0
未整備森林の解消や間伐施業の促進を目的に、民有林の間伐材搬出を行うために必要な作業道開設

に要する経費の補助（1,500～2,000円/ｍ、400ｍ上限）
申請5者(団体・個人)、作業道総延長2,000ｍ。

三原村林業新規就業者支援事業費補助金 840 840 0
雇用促進や雇用後の定着を目的に、事業実施主体が新規就業者に対して支払う賃金のうち上乗せ支

給される手当等の補助。
申請5者(団体・個人)、新規就労者3名分の手当について助成。

三原村森林資源循環利用促進支援事業費補助金 605 605 0 再造林等の促進を目的に、再造林及び鳥獣害防止ネット整備費用の補助。 申請1者(団体・個人)、植栽及び鳥獣対策面積2.0haに対し助成。

幡多地域森づくり推進センター負担金 691 691 0 幡多地域での森林経営管理制度を円滑に行うため設立された広域組織への負担金
「森林経営管理制度」の集積計画の作成の補助など、未整備森林の発注統

一単価等、未整備森林の施業実施に繋げることができた。

林道等維持委託業務（危険木除去） 803 803 0 事業実施や住民の安全確保のため、枯れ松などの危険木に対し除去等を実施。 既設森林作業道の整地、危険木の除去を実施した。

土砂流水防止対策工事 272 272 0 台風等の自然災害を未然防止することを目的に、狼内集会所裏山に対策工事を実施。 自然災害の恐れがあった森林に対し、対策工事を実施した。

村有林内作業道開設委託料 5,115 2,763 2,352 亀ノ川配水池へ至る森林作業道を開設（公有林）
森林作業道の整備を行うことで、災害等が起きた際の利便性向上に繋がっ

た。

四万十ヒノキモデル林整備 38,137 22,328 15,809
四万十ヒノキモデル林整備。高密度植栽（6,000本/ha）と低密度植栽（1,500本/ha）を実施し、

それぞれの植栽の比較や造林地では、小中学生の植樹やインターシップ生の森林学習で活用予定。

四万十ヒノキのモデル林を整備。小学生の植樹イベントやインターンシッ

プ生の森林学習で活用。今後は四万十ヒノキのモデル林の試験地としての

機能や森林学習の場として活用することを想定。

林道改良工事 4,955 4,955 0 広野橘併用林道の改良工事。（林道陥没部分、コルゲートパイプ取替工事）
広野橘併用林道の改良工事を行うことで、森林整備対の安全性や利便性の

向上に繋がった。

合計 63,315 45,154 18,161

令和６年度の森林環境譲与税の使途について

事業名

事業費（千円）

事業内容 事業実績財源内訳

・森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律第34条3項の規定に基づき、森林環境譲与税の使途について下記のとおり公表致します。


